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過
去
パ
ワ
ハ
ラ
が
報
じ
ら
れ
た
将
官
の
師
団
長
就
任
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

か
つ
て
「
退
職
者
続
出
」
「
〝
パ
ワ
ハ
ラ
〟
常
習
者
で
通
称
「
ハ
カ
イ
ダ
ー
」
」
な
ど
と
文
春
オ
ン
ラ
イ
ン
で
報
じ
ら
れ
た

将
官
（
以
下
「
本
件
将
官
」
と
い
う
。
）
が
、
こ
の
夏
の
人
事
で
師
団
長
に
就
任
し
た
。 

 

む
ろ
ん
、
報
道
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
が
事
実
と
は
限
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
か
つ
て
そ
の
よ
う
な
報
道
が
さ
れ
た

以
上
、
十
分
な
説
明
な
し
に
こ
の
よ
う
な
人
事
を
行
う
こ
と
は
、
自
衛
隊
の
士
気
、
入
隊
を
検
討
す
る
方
々
の
選
択
、
一
般
国

民
の
自
衛
隊
に
関
す
る
信
頼
な
ど
に
悪
影
響
を
与
え
る
。
本
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
、
高
位
の
公
的
地
位
に
あ
る
者
は

こ
の
点
が
公
に
問
わ
れ
る
こ
と
も
ま
た
当
然
で
あ
り
、
師
団
長
ク
ラ
ス
と
な
れ
ば
公
に
説
明
が
必
要
と
考
え
る
。 

一 

パ
ワ
ハ
ラ
の
事
実
関
係
に
つ
い
て 

 
 

本
件
将
官
に
つ
い
て
か
つ
て
文
春
オ
ン
ラ
イ
ン
（
二
千
二
十
年
八
月
七
日
、
同
月
二
十
五
日
）
で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
報

道
さ
れ
た
。
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。 

 

１ 

二
千
十
八
年
三
月
に
あ
る
部
隊
の
団
長
に
就
任
し
て
か
ら
（
二
千
二
十
年
八
月
の
記
事
の
契
機
と
な
っ
た
内
部
告
発
ま

で
に
）
十
人
近
く
が
辞
め
た
。
前
任
者
の
時
代
は
辞
め
た
者
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。 

 

２ 

長
期
の
海
外
派
遣
か
ら
帰
国
し
た
隊
員
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
ど
こ
ろ
か
、
派
遣
中
に
自
分
が
必
要
と
す
る
報
告
を
タ
イ



 

２ 

 

ム
リ
ー
に
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
数
十
分
間
大
勢
の
前
で
罵
倒
し
た
。 

 

３ 
一
分
で
も
待
た
せ
る
と
「
俺
を
一
分
待
た
せ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
！
」
と
恫
喝
し
た
。 

 

４ 

壁
を
殴
っ
て
穴
を
空
け
た
。 

 

５ 

当
該
部
隊
に
お
い
て
は
、
団
長
印
が
押
さ
れ
た
「
金
銭
指
導
の
団
統
一
基
準
に
つ
い
て
」
と
の
文
書
が
二
千
十
七
年
六

月
二
十
九
日
に
各
部
隊
長
宛
に
発
出
さ
れ
、
同
年
七
月
三
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。 

 
 
 

当
該
文
書
中
「
金
銭
管
理
状
況
の
確
認
」
と
さ
れ
た
項
目
に
は
、
〈
隊
員
の
金
銭
管
理
状
況
を
把
握
し
、
必
要
な
指
導

を
実
施
す
る
。
特
に
、
要
注
意
隊
員
（
浪
費
癖
が
あ
り
、
過
去
に
借
財
歴
及
び
返
済
困
難
又
は
無
計
画
か
つ
多
額
の
借
財

を
有
す
る
隊
員
）
に
つ
い
て
・
・
・
通
帳
の
残
金
を
確
認
し
必
要
な
指
導
を
実
施
す
る
〉
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
中

隊
長
が
年
二
回
の
個
人
面
談
を
し
、
金
銭
管
理
状
況
を
聞
き
取
り
し
、
〈
営
内
班
長
等
は
、
毎
月
一
回
（
基
準
）
実
施
す

る
金
銭
指
導
に
お
い
て
、
通
帳
（
共
済
組
合
）
の
残
金
の
確
認
及
び
防
衛
省
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
定
積
預
金
の
一
部
解
約
等
の

状
況
に
つ
い
て
、
確
認
す
る
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

６ 

５
の
制
度
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
中
隊
長
な
ど
の
現
場
レ
ベ
ル
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
二
千
十
八

年
に
本
件
将
官
が
団
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
全
て
団
長
に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。 



 

３ 

 

 
７ 

金
銭
管
理
表
の
様
式
は
、
Ａ
三
用
紙
一
枚
に
赤
、
ピ
ン
ク
、
黄
、
緑
、
青
で
危
険
度
の
高
い
隊
員
を
区
分
け
す
る
よ
う

な
内
容
に
な
っ
て
い
た
。 

 

８ 

本
件
将
官
は
、
隊
員
の
名
前
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
今
後
の
返
済
計
画
を
中
級
幹
部
に
作
ら
せ
、
逐
一
報
告
さ
せ
て
い

た
。
そ
し
て
、
各
隊
長
を
呼
び
つ
け
て
は
『
こ
い
つ
の
返
済
計
画
は
ど
う
す
ん
だ
』
と
指
導
を
繰
り
返
し
、
で
き
あ
が
っ

た
返
済
計
画
を
回
覧
し
て
い
た
。 

二 

防
衛
省
職
員
と
思
わ
れ
る
人
物
に
よ
る
政
務
三
役
に
対
す
る
内
部
告
発
に
つ
い
て 

 
 

「
二
千
二
十
一
年
三
月
初
旬
頃
、
防
衛
省
職
員
と
思
わ
れ
る
人
物
が
、
記
者
に
対
し
、
「
陸
上
自
衛
隊
、
特
に
陸
上
幕
僚

長
の
横
暴
は
、
も
う
限
界
で
目
に
余
り
ま
す
」
と
始
ま
り
、
「
ハ
カ
イ
ダ
ー
の
処
分
問
題
」
と
題
し
た
項
目
に
は
本
件
将
官

を
め
ぐ
っ
て
「
秘
密
裏
に
処
理
す
る
た
め
、
職
員
が
本
当
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
、
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
う
け
た
」
こ
と
、

「
今
後
の
昇
任
へ
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
年
内
の
処
分
に
こ
だ
わ
っ
た
」
こ
と
な
ど
を
訴
え
る
文
書
を
送
付
し
た
。
」
と

の
旨
報
じ
る
記
事
が
、
文
春
オ
ン
ラ
イ
ン
に
同
月
十
九
日
に
公
開
さ
れ
た
。
当
該
文
書
に
は
、
当
時
の
岸
防
衛
相
な
ど
政
務

三
役
に
同
様
の
文
面
を
送
付
し
た
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

当
時
、
こ
の
よ
う
な
文
書
を
政
務
三
役
が
受
領
し
た
事
実
は
あ
る
か
。 



 

４ 

 

三 

防
衛
省
の
説
明
責
任
に
つ
い
て 

 
 

本
件
将
官
に
係
る
今
回
の
人
事
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
述
べ
た
観
点
か
ら
、
一
で
述
べ
た
事
実
の
真
偽
な
ど
に
つ
い
て
防
衛

省
と
し
て
対
外
的
に
説
明
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


